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広
報

ス
ト

ー
ブ

が
な

い
と
、
暮
ら
せ

な
い
季
節
に
な
っ

た
。

で
も
、
部
屋

に
日

が
射

し
こ

む

と
暖
か
く
、
太
陽

の
あ
り

が
た

さ

を
感
じ
て
し
ま
う
。

先
月

、
天
皇

の
即

位
儀
式

が
テ

レ

ビ
放
映
さ

れ
た
。

あ
の
時
、
天

皇

が
着
け
て

い
た
式

服
の
色
の
あ

ざ
や

か
に
目
に
焼
き
つ
い
て

い
る
。

太
陽

の
光
を
感
じ

さ
せ
る
よ
う

な

落
ち
着

い
た
茶
色

で
、
美
し

い
色

だ
と
思

っ
た
。

さ
て

、
最
近

の
子

供
は
外
に
出

て
遊

ば
な
い
と
言

わ
れ
る
。

先
日

、
役
場

の
脇
を
流
れ

る
阿

弥
陀
川

の
上
流
で

、
釣
り
を
し
て

い
る
子

供
を
見

か
け

た
。
鮒

が
目

当
て

ら
し

い
。
日

だ
ま
り
の
中
で

、

じ
っ

と
竿
を
た

れ
て

待
つ
姿
は

、

寒
さ

な
ん
て
何
の
そ

の
で
あ
る
。

釣
り

は
昔
の
子
供

に
と
っ
て

恰

好

の
遊

び
だ
っ

た
が
、
フ
ァ
ミ
コ

ン
が
は
や

っ
て

い
る
昨
今
で
は

め

す
ら
し

い
光
景

と
な

っ
た
。
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寝
ら
れ
ね
ば

ま
た
肩
つ
つ
む
蒲
団
か
な

春
草

12
1990

月

大きいのが釣れそうなんだよ、この川！

よもぎた

内　容
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千人のお客さんが

祭を楽しむ！
第10回蓬田村民祭

青
山
み
き
シ
ョ
ー
で
祭
が
盛
況
！

十
一
月
三
日
・
四
日

の
両
日
、
蓬
田

中
学
校

体
育
館
と
村

農

業
者

ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ

ー
を
会
場
に
第
十
回
蓬

田
村
民
祭

（
坂
本
祐
一
実
行
委
員

長
）
が
「
ラ

ブ
・
ふ

る
さ
と
～
ロ
マ
ン

を
求

め
て
～
」

を
テ

ー
マ
に
行

わ
れ
、
約
手
人

の
お
客
様
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

中

学
校
体
育
館

に
入
り
ま
す

と

す
ぐ

、
大
き
な

カ

ボ
チ

ャ

が
目

に

入
り

ま
す

。

こ

の
カ

ボ
チ

ャ
を
提
供
し
て
下

さ
っ

た
方
は
、

㈲
辺

地
開
拓

の
長

谷
川

拓
司
さ
ん
で

昨
年
（

ジ
ャ
イ

ア

ン
ト

ー
パ
ン
プ
キ
ン

）
と
は
品

種

が
違
う

ギ
ネ

ス

ー
ポ

ン
キ

ン
で

す
。今

回

は
こ

れ
を
お
借
り
し
て
三
・

四
日

の
二

日
間
村

民
祭
の
会
場

に

展
示
し

て
、
重

さ
当
て
ク
イ

ズ
を

実
施
し

ま
し

た
。

公
正

に
審
査
し

た
結
果

、
次

の
方

々
が
入

選
し

ま
し

た
。

山
本
　

兼
光
（
蓬
田

）

「
九

十
二

勁
」

武
井

照
太
郎
（
蓬
田

）

「
九

十
励
」

坂
本
　
　

毅
（
中

沢

）

「
九

十
勁
」

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

入
選
し

た
方

々
に
は
そ

れ
ぞ
れ

景
品

を
差
し
上

げ
ま
し

た
。

尚

、
九
十
勁

と
解
答
し
て
下

さ

っ

た
方

が
多
数
あ
り
ま
し

た
の
で
、

こ
ち

ら
で
抽
選

さ
せ

て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

村民祭から●2

「
ギ
ネ

ス

ー
ポ
ン
キ

ン
」
の

重
さ
は
何
■
？

カ

ボ
チ

ャ
の

重
さ
は

九
十

一
・
四
詰
で

し

た
。

こ
の
ク
イ
ズ
に
は
百
五
十
九
名

の
方
々
が
参
加
下
さ
い
ま
し
て
、

中
学
校
体
育
館
に
は

色
々
な
作
品
が
展
示
！

「
文

芸

展

」
に

は

、
小

・

中

学

生

に

よ

る

絵

画

、

習

字

。

小

学

生

に

よ

る

紙

粘

土

作

品

。

中

学

生

男

子

に
よ

る

マ

ジ

ッ

ク
チ

ェ
ア

ー

、

女

子

に

よ

る

パ

ジ
ャ

マ
等

が
展

示

さ

れ

た

ほ

か

、

各

母

親

ク

ラ

ブ

の

会

員

に

よ

る

作

品

も
多

数

出

品

さ

れ

ま
し

た

。

川

柳

コ

ー

ナ

ー

で

は

、

傘

松

川

柳

同

好

会

の

皆

さ

ん

の

作

品

が

、

「

稔

り

」
、
「
文

化

の

日

」
、
「
村

民

祭

」

の
三

題

に

分

け

ら

れ

計

五

十

一
点

展

示

さ

れ

ま

し

た

。

「

文

化

財

展

」

に

は

、

大

館

遺

跡

よ

り

発

掘

さ

れ

た

土

器

等

が

展

示

さ

れ

、

訪

れ

た
村

民

の

祖

先

の

生

活

を

想

像

さ

せ

ま
し

た

。
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ま
た
、
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」

に
も
我
が
家
の
家
宝
や
宝
物
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
が
た
く
さ
ん
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

村
婦
人
会
華
道
部
の
皆
さ
ん
に

よ
る
生
花
（
九
点
）
の
展
示
や
、

松
楓
会
会
員
の
見
事
な
盆
栽
（
五

十
点
）
が
展
示
さ
れ
会
場
を
彩
り

ま
し
た
。

今

年

の
五

月

村

中

央

公

民

館

に
十

五

台

設

置

さ

れ

た

『
ワ

ー

ド

ー
プ
ロ
セ

ッ
サ

ー
』
通
称
ワ
ー

プ
ロ
を
五

台
中
学
校

体
育
館
に
用

意
し
て

村
民

の
方

に
操
作
方
法
を

指
導
し

、
少
し
で
も
ワ

ー

プ
ロ
に

慣

れ
て

ほ
し

い
と
実
施
し
た
結
果
、

子
供
達

に
人
気
集
中

と
な
り
、
大

人

の
方

ま
で
は
順
番

が
回
ら
な

か

っ

た
よ
う

で
す
。

お
い
し
い
お
米
料
理
コ
ン
ク
ー

ル
に
は
、
米
を
活
用
し
た
料
理
が

多
数
出
品
さ
れ
、
「
米
粉
入
り
ク

ラ
ッ
カ
ー
」
を
出
品
し
た
中
沢
婦

人
会
が
見
事
金
賞
を
獲
得
し
ま
し

た

。ま

た

、
銀

賞

に

は

、

「
玄

米

粉

の

バ

バ

ロ
ア

も

ど

き

」

を

出

品
し

た

清

水

幸

子

（

蓬

田

）

さ

ん

が

、

銅

賞

に

は

、「

た

ま

ご
も

ち

」（

傘

松

生

活

改

善

グ

ル

ー

プ

）

、

「

黄

金

焼

き

」

坂

本

貞

子

（
長

科

）
さ

ん
、

コ

」
は

ん

入

り

オ

ム

レ

ツ

」

八

戸

幸

子

（
阿

弥

陀

川

）

さ

ん

が

そ

れ

ぞ
れ

入

賞

し

ま

し

た

。

お

め

で

と
う

ご

ざ

い
ま

す

。

毎

年

恒

例

に

な

っ

た

蓬

田

村

農

業

協

同

組

合

主

催

の

農

産

物

共

進

会

に

は

、

桃

太

郎
（
ト

マ
ト

）
、

キ

ヌ

サ

ヤ

エ

ン
ド

ウ

、

な

め

こ

、
イ

ン

グ

ン

、

生

シ
イ

タ

ケ

、

ブ

ロ

ッ

コ

リ

ー

、
長

葱

、
玉

葱

、

白
菜

、

長

い
も

、

大

根

、

小

豆

、
大

豆

、

ニ

ン
ジ

ン
、
カ

ボ
チ

ャ
等

た
く

さ
ん

の
野
菜

が
出

品

さ
れ

、
「
桃

太
郎
」
を

出

品

し

た
藤

田

か

ち

子

（
中

沢

）

さ

ん

、「

キ

ヌ

サ

ヤ

エ

ン
ド

ウ

」

藤

本

春

繁

（
長
科

）
さ
ん

、「
な

め
こ
」

工

藤

み

よ

こ

（
中

沢

）

さ

ん

、「

ブ

ロ

ッ

コ

リ

ー
」

吉
ｍ

き

み
（

中

沢

）

さ

ん

が
そ

れ

ぞ

れ

金

賞

を

獲

得
し

ま

し

た

。

お

め

で

と
う

ご
ざ

い
ま

す

。

村

農
業
青
年

経
営
者
協
議
会

主

催

の
野
菜
の
即
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

地
元

の
畑
で
収
穫

さ
れ

た
、
長
葱

、

玉
葱

、
ゴ

ボ
ウ

、
な
め
こ

、
大

根
、

白
菜

、
キ

ャ
ベ
ツ
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ

ー
、
桃

太
郎
等

が
安
く
売
ら

れ
人

気
を
呼

ん
で

い
ま
し

た
。

ま
た
、
地
元

の
海
で
捕

れ
た
新

鮮

な
イ
ワ

シ
、
ア

ジ
等
も

売
ら
れ

ま
し

た
。

ト

レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

村
商
工

会
並

び
に
ス
タ

ン
プ
会
主

催

の
ス
タ

ン
プ
交
換
会

が
行
わ
れ
、

仕
入

れ
の
原
価

で
商
品

と
ス
タ

ン

プ
が
交
換
で
き

る
と
あ
っ
て

会
場

は

、
た
く
さ
ん

の
人
で
に

ぎ
わ

い

を
見

せ
ま
し

た
。

「
短
命
村
返
上

を
め

ざ
し
て

」

を
テ

ー

マ
に
掲

げ
て
の
健
康
展
は
、

3●村民祭から

生
花
・
盆
栽
が
会
場
を
彩
る
！

ワ
ー
プ
ロ
コ
ー
ナ
ー
は

子
供
達
に
人
気
集
中
！

「
米

粉
入
り
ク
ラ
ッ
カ

ー
匸
で

中
沢
婦
人
会
が
金
賞
！

合
理
的
な
農
家
生
活
の
た
め
に
！

生
活
改
善

グ
ル
ー

プ
に
よ

る
お

米

と
大
豆
を
使

っ
た
手

づ
く

り
料

理
の
試
食
コ

ー
ナ

ー

が
設
け

ら
れ

人
気
を
よ

び
ま
し
た
。

ま
た
、
即
売
コ

ー
ナ

ー
で

も
「

野

菜
入

り
お
や

き
」
・
「
豆
釛

ど
ん
」

等

が
手
軽
な
値

段
で
売
ら

れ
て

い

ま
し

た
。

農
産
物
共
進
会
に
は

た
く
さ
ん
の
野
菜
が
出
品
！

野
菜
の
即
売
コ

ー
ナ

ー

は
地
元
野
菜
を
安
く
提
供
！

脳
卒
中
を
予
防
し
て
、

短
命
村
返
上
を
！
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家
庭
看

護
用
品
の
展
示

、
高
齢
者

手

づ
く
り
作
品
即
売

コ
ー
ナ

ー
、

虫
歯
予

防
、
歯
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
、

機
能
訓

練
教
室
の
作
品
展
示

、
食

生
活

改
善
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
「
あ

な

た
の
家
の
み
そ
汁

は
？

」
こ

れ

よ
り
し

ょ
っ

ぱ
い
か
甘

い
か

と
、

二

つ
の
み
そ
汁
を
試
食
さ
せ
た
り
、

ニ
ン

ジ
ン
を
使
っ

た
健

康

ジ
ュ
ー

ス
等

の
コ

ー
ナ
ー
や

、
保
健
婦
に

よ

る
血
圧

測
定
、
健

康
相
談
等
村

民
一

人
ひ
と
り
の
健

康
管
理
に
関

す

る
メ
ニ
ュ
ー

が
い
っ
ぱ

い
。

村

の
健
康
問
題
を
皆

で
考
え

、

解
決
し

て

い
く
機
会

に
し

た

い
と

頑
張
っ
て

い
ま
し

た
・

村
民

の
死
亡
の
原
因

は
？

○
×
形
鸚
て
七
問
出
題
！

で
に
亡
く
な
っ

た
人
は
全
部
で
二

百

六
名
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
中
で
、

直

接
あ
た
っ
て

（
脳
卒
中

）
死

ん

だ
人
や
、
あ

た
っ
て

い
た
人

で
別

な
病
気
で
死
ん

だ
人
は

、
全

体
の

何
割
を
占
め
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。

①
五

割
②
三

割
③
二

割
、
答
え

は
、
①
五

割
で
あ

る
。
○

か
×

か

（
答
え
は
×

）
　（
正

解
は
②

）

ま
た
、
脳
卒
中

は
、
血
管

が
破

れ
る
出
血
型

と
血
管

が
つ
ま

る
梗

塞
（
こ
う
そ
く

）
型
、
そ
れ
と
前

ぶ
れ
に
一
次
的

に
お
き
る
型

の
三

つ
の
種
類
に
分
類

で
き
ま
す
。
蓬

田

村
は
、
出

血
型

よ
り
つ
ま

る
型

の
方

が
多

い
。

○
か
×

か
（

答
え

は
○
）
、
こ
う

い
う

形
式
で

、
会

場

の
お
客

さ
ん

に
手

を
上

げ
て

も

ら
い
、
○

か
×

か
を
七
問
答
え

て

も
ら

い
ま
し

た
。

最
後
の
メ
イ
ン
は

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
！

午
前
十
一
時

か
ら
村
ト

レ
ー
ユ

ン
グ
セ

ン
タ
ー
で
始
ま
っ

た
ア
ト

ラ

ク

シ
ョ
ン
で
は
、
玉

松
太

鼓
愛

好
会
に
よ

る
「
さ
な

ぶ
り

太
鼓
」

や
「
玉
松

太
鼓
」

、
女
性
メ

ン
バ

ー
で
編
成

さ
れ
た

「
は
ま
な
す
太

鼓
」

が
披
露
さ

れ
ま
し

た
。

ま

た
、
木

戸
流

の
津
軽
手
踊

が

披
露

さ
れ
、
小
松
美
由
紀
（
蓬
田
）

さ
ん

、
木

戸
琴
美

（
瀬
辺
地

）
さ

ん

、
角

山
さ
つ
き

（
蓬

田

）
さ
ん

昭
和
五
十
八
年
～
六
十
三
年
ま

を
代
表
と
す
る
十
数
名
の
メ
ン
バ

ー
が
舞
台
狭
し
と
手
さ
ば
き
を
披

露
し
、
会
場
か
ら
は
割
れ
ん
ば
か

り
の
拍
手
で
し
た
。

午

後

一

時

か

ら

村

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

セ

ン

タ

ー

で

行

わ

れ

た

青

山

み

き

（

広

瀬

出

身

）

歌

謡

シ

ョ

ー

（

ビ
ク

タ

ー

レ
コ

ー

ド

）

で

は

。

「

お
酒

の

せ

い
ね

」「
津

軽

お

ん

な

の
雪

化

粧

」「

ひ

が
け

の

花

が
よ

く

似

合

う

」「

深

川

恋

慕

」

と

自

曲

を

披

露

。

ま

た

、

故

美

空

ひ

ば

り

さ

ん

の

歌

を
「

下

町

の

ひ

ば

り

」
と
し

て

歌

い
続

け

て

お

り

、「
悲

し

い
酒

」「
車

屋

さ

ん

」「

鼻

歌

マ

ド

ロ
ス

」

等

七

曲
を
披
露
し
、
会
場
に
集
ま
っ
た

お
客
さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手
を
受

け
ま
し
た
。

ゲ

ス

ト

出

演
者

と

し

て

京

一

夫

（

ビ
ク

タ

ー

レ

コ

ー

ド

）

さ

ん

も

来

村

し

、「
裏

町

の
春

」「
亀

戸

人
義
」

「

恋

は

赤

い

バ
ラ

」

を

歌

っ

て

く

れ

ま

し

た
。

歌

謡

シ

ョ

ー

終

了

後

、

サ

イ

ン

会

を

兼

ね

た

カ

セ

ッ

ト

テ

ー

プ

即

売

会

も

行

わ

れ

、

テ

ー

プ

を

買

い

求

め

る

大

で

い

っ

ぱ

い

で
し

た

。

シ
ョ
ー
の
途
中
で
は
、
今
回
の

出
演
料
の
一
部
（
三
万
円
）
を
村

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
（
八
戸

村
長
代
理
受
領
）
し
て
く
れ
る
と

い
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
十
回
目
を
迎
え
て
行
わ
れ
た

記
念
す
べ
き
村
民
祭
も
地
元
出
身

の
歌
手
「
青
山
み
き
」
さ
ん
を
ゲ

ス
ト
に
迎
え
て
村
民
の
方
々
は
楽

し
い
二
日
間
を
過
ご
し
た
よ
う
で

す
。

村民祭から●4

青
山
み
き
歌
謡
シ
ョ
ー
は

お
客
さ
ん
を
魅
了
！

青
山
さ
ん
が
村
社
協
へ

出
演
料
の
｝
部
を
寄
付
！



広　報　よ　も　ぎ　た

消火活動急げ！
火災発生！

村消防団が火防演習実施

『
青
森

地
方
気
象
台

が
、
本

日

午

前
五

時

強
風

波

浪

注

意

報

な

ら

び
に
乾

燥

注
意

報

を

発

令

、

当
村
に

お
い
て

も
午
前
七
時

ご
ろ

か
ら
南
東

の
風

が
十

言

い
と
な
り

火
災
警
報
発
令
中

の
と
こ
ろ

、
不

幸
に
し
て
午
前

七
時
五

十

九
分
頃

役
場
当
直
室

へ
瀬
辺
地
部
落
よ

り

火
災
発
生

の
通

報

が
あ
り
直

ち
に

無
線
放

送
に
よ
り

報
知
し

た
。

強
風

の
た
め
飛

び
火
し

、
隣

接

民
家
に
も
延
焼

の
恐
れ

が
出

て
い

と

い
う

想
定

で
、
八
幡
演

習
指

揮
者

（
団
付
部
長

）
の
も

と
秋
季

火

防
演
習

が
実
施

さ
れ
ま
し

た
。

当

日
は
、
午
前
八

時
の
サ
イ

レ

ン
を
合
図
に

、
八

分
団
（
百
二

十

四
名

）

が
き
び
き
び
し
た
態
度
で
、

実
習

を
こ
な
し
普

段
の
練
習
成
果

を
発

揮
し

ま
し

た
。

閲

兵
、
分
列
行

進
を
し

た
後
、

越
田

悦
夫
副
団
長

よ
り
全
体
的

に

は
良
好

で
あ

る
と
講
評
を

い
た
だ

き

、
坂
本
秀
行
団

長
よ
り
「
訓
練

は

火

災

発

生

の

場

合
早

急

に

鎮

火

さ
せ

る
団

員

の

た

め

の

訓

練

で
あ

る
。
ま

た
住
民

の
防
火

に
対

す

る
意

識
の
高

揚
も
目
的
に
実
施

し
て

い
る
。
今

後
も
訓
練
に
精

進

す

る
こ
と
を
期
待
す

る
」

と
訓
示

を
受
け

、
八
戸
良

次
郎
村
長

か
ら

は

「
わ

が
村

の
住
民

の
生
命

・
財

産
を

守
っ
て

い
た
だ
い
て

い
る
の

は

、
団
員

と
し
て
頑
張

っ
て

い
る

皆

さ
ん
の
お

陰
で
す

。
こ

れ
か
ら

も
健

康
に
注
意
し
て

訓
練
に
励

ん

で
下

さ

い
」

と
挨
拶

が
あ
り
ま
し

た
。午

前

十
時

か
ら
は
、
中
沢

か
ら

高
根

ま
で
を

ポ
ン
プ
車
八
台
で

防

火

パ
レ
ー
ド
を
実
施
し

ま
し

た
。

・
親

友
と
　

酒
く
み
交
し
　

川
柳

脉
む
　
　
　
　

十
三

雄

・
つ
ま

ず
き
に
　

手
を
貸
す

友
の
　

あ
た
た

か
さ
　

重
彦

・
お
ん

な
友
　

く
れ
た
ネ

ク
タ
イ
　

胸
飾
る
　
　
　

勇
三

丿

友

が
来
て
　

夫
は
り
き
り
　

妻

あ
わ
て
　
　
　
　

年

栄

十
二
月
の
十
六
日
は
電
話
の
日

で
す
。
今
か
ら
百
年
前
の
明
治
二

十
三
年
十
二
月
十
六
日
に
東
京
―

横
浜
間
で
電
話
交
換
が
初
め
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
最
初
の
電
話
加
入
者
は
、

東
京
で
一
五
五
、
横
浜
で
四
二
、

合
わ
せ
て
一
九
七
で
し
た
。

一
枚
の

写
真

・
友
の
顔
　

な

ぜ
か
わ

が
齢
　
田
に
い
出
し
　
　
　
　

盛

勝

・
居
酒
屋
で
　

寝
酒

の
つ
も
り
に
　

友
が
寄

り
　
　

節
子

・

ク
ラ

ス
会
　

口
紅
　

回
し
　

つ
け

を
す

る
　
　
　

啓
子

・
帰

省
し

た
　

友
は
笑
顔
で
　

盆
踊
り
　
　
　
　
　

尚

政

平
成
二
年
の
現
在
で
は
全
国
で

約
五
千
万
の
加
入
数
と
な
っ
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
師
走
は
気
ぜ
わ
し

さ
か
ら
万
事
忘
れ
が
ち
と
な
り
ま

す
。
お
出
か
け
の
際
の
戸
締
り
は

勿
論
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
の
つ
も

り
が
つ
い
長
電
話
と
な
っ
て
、
台

所
の
火
や
ア
イ
ロ
ン
の
消
し
忘
れ

な
ど
か
ら
火
災
と
な
っ
た
事
例
も

あ
り
ま
す
。

火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
ま
し

工
　
藤
　
義
　
正
さ
ん

昭
和
三
十
年
七
月
十
六

日

、
蟹
田
警
察
署
管
内
中

学
校
駅
伝
競
走
大
会

（
蓬

田

村
～
平
館
村
）
に
出
場

し
て
、
（
タ
イ
ム

）
　一
時

間
二

十
三
分
四
十
秒
で
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。

こ

の
写
真
は
平
館
の
灯

台
の

所
で
撮
つ
だ

も
の
で

す
が
、
思
い
出
に
残

る
一

枚
の
写
真
で
す
。

工
藤

さ
ん平

成
二
年
も
残
す
と
こ

ろ
後
一
ヶ
月
と

な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
今

年
は
、
ど
ん
な
一
年
だ
っ

た
ん
で
し
ょ
う
か
。

宮
　

本

暮
ら
し
と
電
気
安
全

ア
イ
ロ
ン
な
ど
の
切
り
忘
れ
に
注
意

■
東
北
電
気
保
安
協
会



北
欧
五
ヶ
国
視
察
記

⑨

豪
華
船
で
ヘ
ル
シ
ン
キ
へ

村
　
長
　
八
戸
　
良
次
郎

九
月
二

十
九
日
、
旅
行

視
察
気

分
を
転
換
す

る
た

め
、
ス
ト

ッ
ク

ホ
ル
ム
か
ら
フ
ィ

ン
ラ

ン
ド
の
首

都

ヘ
ル
シ
ン
キ
ま
で

は
客
船
を
利

用
す

る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。

こ

の
船
は
三

万
ト

ン
級
の
大
型

客
船

で
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
ク
ラ

ブ
、

サ

ウ
ナ

、

プ
ー

ル
な

ど
の
他
、

カ

ジ
ノ
や

デ
ィ
ス
コ

、
免

税
シ
ョ

ッ

プ
ま

で
あ
る
豪
華
客
船

で
、
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル

ム
を
夕
方
出

航
し
、
十

五
時
間

で

ヘ
ル
シ
ン
キ
港
に
到
着

す

る
。

船
と

い
う
よ

り
は
一
大
社

交
場

の
よ
う
な
感
し

が
し

た
。

二
万

と
も
言

わ
れ
る
群
島
の
合

間

を
ぬ
っ
て

進
む
船
上

か
ら
の
眺

め
は
素
晴
ら
し

い
ば
か
り
で
な
く

ス
リ

ル
も
あ
り

、
夕

食
を
食

べ
な

が
ら
白
波

の
バ
ル
ト

海
を
旅
す

る

こ

と
は
感
傷
的

で
も
あ
っ
た
。
船

旅
は
ひ
と
時

の
安
ら
ぎ
を
与
え
て

も
く
れ
た
。

予
定
通
り
朝

九
時
に
ヘ

ル
シ
ン

キ
に
到

着
し

た
。

ガ
イ
ド
は

、
四

十

歳
位
で

か
つ
て

日
本
を
脱
出
し

て

現
地
で
貿
易

会
社
を
設
立
し

た

と
い
う

日
本
男
性

で
あ
る
。

ヘ
ル

シ
ン
キ

は
、
私
か
五

所
川

原

農
学
校
時
代

の
友
人

が
オ
リ

ン

ピ
ッ
ク
出
場

の
地
と
し

て
心
も
ち
｀

懐

か
し

さ
を
覚

え
た
。
フ
ィ

ン
ラ

ン
ド
は
北
欧
四

ヶ
国

の
中
で
は
一

番
北

極
圏

に
近

い
国

で
あ
り

、
北

欧
他
の
三

国

と
は
民
族
も
言
語

も

国

の
成
立

も
違
う
国

で
あ

る
。
面

積
は
日
本
よ
り
僅
か
に
小
さ
い
が
、

人
口
は
四
百

九
十
万

人

と
非
常

に

少
な

い
。
国

土
の
七
十
五
％

が
森

と
湖
で
あ
り

、

い
ま

だ
に
人
間

の

手
垢
を
知

ら
な

い
太
古

の
ま

ま
の

自
然

が
多

く
残
っ
て

い
る
と
言

わ

れ
、
こ
う
し

た
こ
と

が
人

口
の
少

な

い
要
因

に
も
な
っ
て

い
る
も
の

と
も
思

わ
れ
た
。

日
本
で

今
、
人
気

の
あ

る
サ
ウ

ナ
は
フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

が
発
祥

地
で

歴

史
も
古

い
と
聞

い
て

た
が
、
白

夜

の
夏

も
、
太
陽

が
昇

ら
な

い
冬

に
も

、
こ
の
国

の
人

々
は
長

い
時

間
を

か
け

て
身
も
心
も
サ

ウ
ナ
で

温

め
あ

っ
て
き
た
も

の
と
思

わ
れ

る
。
通

貨
単
位
も

マ
ル
カ
と
呼

び

一
マ
ル
カ
が
日
本
円
で
約
三
十
五

円
位
で
あ
る
。
ま
た
サ
マ
ー
タ
イ

ム
も
実
施
し
て
い
る
。

政
治
形
態
は
、
王
室
を
持
つ
他

の
北
欧
三
ヶ
国
と
違
っ
て
、
任
期

六
年
の
大
統
領
を
元
首
と
す
る
共

和
国
制
で
あ
る
。
国
会
は
任
期
四

年
の
一
院
制
で
、
産
業
は
製
材
、

家
具
な
ど
木
材
関
係
産
業
及
び
機

械
や
造
船
も
盛
ん
で
あ
る
。

大
型
の
砕
氷
船
が
何
隻
も
停
泊

し
て
い
る
光
景
は
、
や
は
り
北
極

の
街
だ
な
あ
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ

た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
広
場
の
見
学
を

希
望
し
た
が
、
ガ
イ
ド
か
ら
は
ジ

プ
シ
ー
の
写
真
を
撮
る
と
お
金
を

と
ら
れ
る
か
ら
カ
メ
ラ
を
向
け
な

い
よ
う
に
注
意
さ
れ
、
少
し
緊
張

し
た
。

し
か
し
、
私
共
に
日
本
語
で
呼

び
か
け
る
な
ど
人
な
つ
こ
い
と
こ

ろ
も
あ
っ
た
。
リ
ン
ゴ
は
日
本
の

季
位
の
大
き
さ
で
と
て
も
食
べ
ら

れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
そ

の
反
面
土
地
柄
毛
布
類
は
大
変
安

価
で
豊
富
で
あ
っ
た
。
サ
ガ
ミ
ン

ク

が
世
界
で
は
超

一
流
品
だ
と

い

う

こ
と
を

ヘ
ル
シ
ン
キ
に
来
て
初

め
て

知
ら
さ

れ
た
。

マ
ー
ケ
ッ
ト

広
場

の
周
囲
は

シ

ョ
ッ

ピ
ン
グ
街

に
な
っ
て
お
り
、

食

料
品
か
ら
衣
類

、
季

節
の
花
ま

で
豊

富
で
、
チ

ェ
ル
ノ
ブ

ル
イ
リ

で

心
配

さ

れ
た
キ
ノ
コ
も
今
年
は

豊

作
だ
と
言
っ
て

い
た
。
太
陽

の

光

の
恩
恵

が
少

な
い
こ
の
国
で

、

太
陽
の
光
を
沢

山
浴

び
て
育
っ

た

食

べ
物
に
は
高

い
税
金
を

か
け

な

い
た
め
食
料
品

は
安

い
と
言
っ
て

い
た
。
太
陽
の
光
を
浴

び
な

い
分

、

光

を
浴

び
て
育

っ
た
も
の
を
食

べ

て
健
康
を

維
持
し

よ
う

と
す

る
ほ

の

ぼ
の

と
し

た
北
欧
人

の
イ

キ
な

計
ら

い
を
感
し

と
っ
た
。

ヘ
ル
シ
ン
キ
は
建
物

の
面

積
を

市
の
面
積

の
三

十
五
％

以
内

に
押

え
、
緑
は
三

十
％

以
上

に
保
つ
と

い
う

都
市
計
画

に
基

づ
い
て

作
ら

れ
た
街

だ
け

に
緑

が
多
く

、
街
全

体

が
公
園

の
よ
う
に
思

わ
れ
た
。

ア

ブ
ン
ヨ
ン
も
美
観
を
そ

こ
ね
る

と

い
う
理
由

か
ら
、

ベ
ラ

ン

ダ
に

洗
濯
物
や

布
団
を
干

す

こ
と
も
禁

じ

ら
れ
て

お
り
町
並
み

の
景

観
保

持
に
は
細
心

の
注
意
を
排
（

は
ら
）

つ
て

い
る
。

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド
は
、

ス

パ
イ

ク
タ
イ
ヤ

の
発
祥

の
地

と

し

て
広
く

知
ら
れ
て

い
る

が
、
日

本
と
同
じ
よ
う

に
粉
塵

（
ふ
ん
じ

ん

）
公

害
の
対
応

に
せ

ま
ら

れ
、

ス

パ
イ

ク
タ
イ

ヤ
の
製

造
中
止

に

踏
み

切
っ
た
そ
う
で
あ

る
。
然
し

、

高
速
道

路
は
、
す

べ
て

無
料

と
な

っ
て

お
り

、
森

と
湖

の
中

に
道

路

が
延

び
て
い
る
感
じ

で
環
境
は
抜

群
で
あ

り
、
’
日
本

の
よ
う

な
防
雪

柵
や

、
自
動
販
売
機

は

ど
こ

に
も

見
当

ら
な
い
。

交
通

違
反
に

つ
い
て
も
、

年
収

や
結
婚

の
有
無

、
義

務
教
育

の
就

学

状
況

等
に
よ

っ
て
、
そ

の
額
が

決

め
ら
れ
る

と
い
う

こ
と
で
日
本

と
は
大
き
な
違

い

が
あ
る
。

ま
た
、
激
増
す

る
交
通
事
故

を

防
ぐ

た
め
最
高

速
度

を
二
＋
1
1ダ

ウ
ン
し

て

い
る
が
、
二

年

経
過
し

て

も
そ
の
成
果

が
上

が
ら

な
け

れ

ば
、
元

の
速
度

に
戻

す
そ
う

で
あ

り
、
こ
う
し

た
対
応
の
し

方
も
大

陸
人
ら
し
く
合

理
的
な

と
こ
ろ
だ

な
あ
１

と
考
え

さ
せ
ら

れ
た
。

村長視察記⑨●6
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はまなす｣チーム優勝／

第２回村民ゲートボール大会

上
位
四
チ
ー
ム
で
の
決
勝
リ
ー
グ
戦
！

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
と
お
し
て
老

若
男
女
が
一
層
友
情
と
連
帯
を
深

め
「
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
る

村
づ
く
り
」
を
目
的
と
し
た
、
村

体
育
協
会
（
八
幡
敏
雄
会
長
）
主

催
の
第
二
回
村
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
の
決
戦
リ
ー
グ
戦
が
十
一
月

十
二
日
（
月
）
、
村
農
業
者
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行

わ
れ
、
「
は
ま
な
す
」
チ
ー
ム
が

見
事
優
勝
旗
を
獲
得
し
ま
し
た
。

今
年
で
二
回
目
に
な
る
こ
の
大

会
は
、
子
ど
も
会
育
成
者
や
お
年

寄
り
な
ど
の
十
一
チ
ー
ム
約
七
十

人
が
参
加
し
て
九
月
十
六
日
に
開

会
、
そ
の
後
、
リ
ー
グ
戦
方
式
に

よ
る
（
総
当
り
）
熱
い
戦
い
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

試
合
は
、
平
日
の
夕
方
や
休
日

な
ど
に
各
チ
ー
ム
が
連
絡
を
取
り

合

い
、

ゲ
ー
ト

ボ
ー

ル
場

で
決
勝

進
出
を

か
け

て
行
わ

れ
て

き
ま
し

た
。
そ

の
結
果
、
上
位
四
チ

ー

ム

が
決
定
し

、
村
農
業
者
ト

レ
ー

ニ

ン
グ

セ
ン
タ
ー
に
お

い
て

決
勝
リ

ー
グ
戦

を
行

な

い
、
「
は
ま
な
す

」

チ

ー

ム
が
同

じ
く
二
勝
し

た
「
阿

弥
陀
川
」
チ

ー

ム
を

ポ
イ

ン
ト

差

で
上
回
り

初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

こ

の
日

は
、

ゲ
ー
ト

ボ
ー

ル
塲

で
競
技

の
予

定
で
あ
り
ま
し
た
が
、

荒
天

の
た
め
室
内
で
行

な
わ
れ

た

た
め

に
、
選
手
達
も
室
内

用

ボ
ー

ル
に

と
ま

ど
い
、

い
つ
も
な

が
ら

の
実
力

を
発
揮
で
き
な

い
選
手

が

多
く

、
各
チ

ー

ム
の
監
督

も
悪
戦

苦
闘
し

た
よ
う

で
す
。

大
会

終
了

後
の
閉
会

式
に
は
全

チ

ー

ム
が
出
席
し
て
行

な
わ

れ
。

「
は
ま

な
す
」
チ
ー

ム
に
栄
誉
あ

る
優
勝
旗

が
手
渡

さ
れ
ま
し

た
。

こ

の
後
、
「
秋
ア

ジ
鍋
」
を
囲

ん
で

、
こ
れ
ま
で
の

プ
レ
ー
な

ど

を
話
題

に
チ

ー

ム
を

越
え
て
交
流

を
深

め
ま
し

た
。

入
賞
チ

ー

ム
は
次
の
通
り
で
す
。

優
勝
　
は
ま
な
す
チ
ー
ム

ニ
位
　
阿
弥
陀
川
チ
ー
ム

三
位
　
中
沢
チ
ー
ム

四
位
　
長
科
チ
ー
ム

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

教育長月報

教育長 奈良　尹

津

軽

半

島

駅

伝

が
復

活

し

た

、

即

ち

昔

の

上

磯

駅

伝

で

あ

る

。

各

チ

ー

ム
六

つ

の

う

ち

五

位

で

終

わ

っ

た

。

ま

ア

夫

々

ベ
ス

ト

を

つ

く

し

た

の

だ

か

ら

結

果

は

や

む

を

得

な

い
。

陸

奥

湾

一

周

駅

伝

は

二

十

五

位

、

村

中

十

七

位

だ

っ

た

。

子

供

卓

球

大

会

で

わ

が
村

か

ら

全

国

大

会

出

場

者

が
一

人

出

て

姫

路

市

（

兵

庫

県

）
　へ

遠

征

し

て

き

た

。

思

う

に

前

途

楽

し

み

な

結

果

に

終

わ

っ

た

と

い
っ

て

も

い

い

だ
ろ

う

。

し

か
し

参

加

す

る

だ

け

で

満

足

し

て

は

い

け

な

い
。

こ

こ

の

一

番

が
束

郡

一

で

あ

り

県

一

で

あ

り

た

い
も

の
で

あ

る

。

村

離

れ

を

痛

切

に

感

じ

た

の

は

陸

奥

湾

一
周

の

時

だ

が

、

高

校

大

学

の

全

面

的

協

力

を

い

た

だ

け

な

か

っ

た

こ

と

だ

。

い

い

人

材

が
あ

り

な

が
ら

そ

の

体

制

に

も

っ

て

い

け

な

か

っ

た

の

は

私

共

の

責

任

で

あ

り

大

い

に
反

省

し

て

い

る

。

「

蓬

田

こ

こ

に

あ

り

」

ゲ
ー

ト

ボ
ー

ル

、
玉

松

太

鼓

は

そ

れ

だ

が

尚

大

き

く

飛

躍

し

て

ほ
し

い
も

の

で
あ
る
。

村
民
祭
で
の
書
道
同
好
会
の
発

表
は
立
派
で
あ
っ
た
。
上
手
、
下

手
は
別
と
し
て
、
大
衆
の
前
に
自

作
を
出
す
こ
と
は
大
へ
ん
度
胸
の

い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ

が
次
の
発
展
に
も
つ
な
が
る
の
で

あ
る
。
こ
ぎ
ん
刺
し
、
革
細
工
等

々
い
ろ
い
ろ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
る

よ
う
で
あ
る
。

こ
の
中
の
例
年
の
目
玉
は
松
楓

会
の
盆
栽
展
と
農
産
物
品
評
会
だ

ろ
う
か
、
い
よ
い
よ
の
発
展
を
祈

る
。ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
青
山
み
き

さ
ん
は
本
村
出
身
と
き
く
、
さ
す

が
で
あ
る
。
太
鼓
三
部
作
で
は
さ

す
が
玉
松
太
鼓
は
年
季
が
入
っ
て

き
た
。

中
学
校
は
受
験
体
制
に
入
っ
た

と
い
う
。
成
功
を
祈
り
ま
す
。
こ

こ
一
番
と
い
う
時
、
力
を
発
揮
で

き
る
人
と
、
力
を
出
せ
な
い
人
と

が
あ
る
。
答
案
用
紙
が
配
ら
れ
た

ら
一
分
間
ほ
ど
冥
想
し
て
気
を
落

ち
つ
か
せ
る
こ
と
だ
。

幼
稚
園
は
こ
の
前
の
嵐
で
非
常

口
が
吹
飛
ん
だ
と
い
う
、
早
急
に

修
理
す
る
が
、
た
だ
土
台
が
腐
っ

て
い
た
た
め
と
き
き
二
度
ピ
ッ
ク

川
柳
同
好
の
一
人
の
方
か
ら
Ｉ

○
○
選
集
の
冊
子
を
頂
戴
し
た
、

ご
当
人
の
た
め
に
も
い
い
の
を
残

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
有
難
う
。

7●村体育協会／教育長月報
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功労者14名が表彰される

蓬 田 村 表 彰 式

平
成
二

年
度
蓬
田

村
表
彰
式

が

十
一
月
二

十
二
日

（
木

）
村
中

央

公
民

館
で
開
催

さ
れ
、
十
四
名

の

方

々

が
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

こ

の
表
彰
は
村

の
政
治
、
経
済
、

文
化

、
社
会
そ

の
他

各
般
に

わ
た

っ
て
村
の
振
興
に
寄
与
し
た
人
や
、

村
民

の
模
範
で
あ

る
行

為

が
あ

っ

た
人

を
表
彰
し

、
村

自
治
の
振
興

を
は

か
り

、
民
風

を
さ
か
ん
に
す

る
た

め
の
も
の
で
す
。

村
で

は
審
査
会

を
つ
く
り

、
そ

こ
で
表

彰
に
関
す

る
事
項
を
審
査

し
て

い
た
だ
き

、
必
要

な
も
の

は

村
議
会

に
同

意
を
求

め
表
彰

さ
れ

る
方

々
を
決
め
る
こ

と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

午
前

十
時
よ
り
始

ま
っ
た
式
で

は
、
八

戸
村
長
よ
り

式
辞

が
あ

り
、

功
労
者

の
表
彰
、
来

賓
を
代
表
し

て
津
島

村
議
会
議
長

よ
り
祝
辞

を

い
た
だ
き

、
受

賞
者
を
代

表
し

て

澤
田

年
祭

さ
ん
よ
り
謝
辞

が
あ
り
、

目
出
度

い
式
を
閉
じ

ま
し
た
。

今
回

表
彰
さ

れ
た
方
々
は
次

の

と

お
り

で
す
。

○

功
労
表

彰
受

賞
者

▽
山
館

文
作
（
㈲
辺

地

）
さ
ん

・
村
議
会

議
員
・
農

業
委
員
他

▽
越
田
三

之
吉
（

広
瀬

）
さ
ん

・
改
良
区

副
理
事
長

・
農
業
委
員

▽
澤
田

年
祭
（
中
沢

）
さ
ん

・
小
学

校
長
・
教
育
委

員
長

▽
松
本

武
美
（
長
科

）
さ
ん

・
農
協
理

事
・
改
良
区

理
事
他

▽
小
鹿
金
市

（
長
科

）
さ
ん

・
共
用

林
野
組
合
長
他

▽
八
戸
フ

ミ
（
阿
弥

陀
川
）
さ
ん

・
助
産
婦

・
連
合
婦
人

会
長
他

▽
佐
井

武
道
（
高
根

）
さ
ん

・
村
議
会

議
員
・
農
業

委
員
他

▽
広
田
俊

光
（
長
科

）
さ
ん

・
農
協
理

事
他

▽
高
田
仁
吉

（
郷
沢

）
さ
ん

・
漁
協
組

合
長
・
行
政

連
絡
貝
他

▽
工

藤
文
義

（
中
沢

）
さ
ん

・
農
協
専

務
・
農
協
組
合

長

▽
小
猿
粕
雄

（
郷
沢

）
さ
ん
・

・
民
生
委
員

・
教
育
委
員

他

▽
村
上
秀
春

（
蓬
田

）
さ
ん

・
農
林
水

産
統
計
情
報
業

務
他

▽
佐

々
木
春

道
（
蓬
田

）
さ
ん

・
農
協
勤

続
三

十
年

▽
小

野
慶
治

（
郷
沢

）
さ
ん

・
農
協
勤

続
二

十
九
年

優
秀
賞
に
森
秀
夫
さ
ん
の
「
し
げ
み
二
号
」

十
月

二
十
五
日

（
木

）
村

営
牧

場

に
お

い
て

、
村

肉
牛
生
産

組
合

（
細
谷
靖
信

組
合
長

）
主

催
の
村

畜
産
共
進
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
共
進
会

は
今
年
で

七
回
目

を
迎

え

、

農
家

が
手

塩

に

か

け

て

育

て

た

生

後

五

ヶ
月

か

ら

九

ヶ
月

の
子
牛
（
黒
毛

和
種

）
の
発

育

状
態
を
競
う

も
の
で

、
こ
の
日

出
品

さ
れ
た
子

牛
は
十
七
頭

で
し

た
。午

前
八
時
よ
り

、
組
合
員

が
体

高

と
体
重
を

㈲
定
し

た
後

、
審
査

員

が
発
育
状
況

と
肉
質
な

ど
を
入

念

に
チ

ェ
ッ
ク
し

ま
し

た
。

そ

の
結
果
、
森

秀
夫
（
阿
弥

陀

川

）
さ
ん
所
有

の
「
し

げ
み
二

号
」

が
優

秀
賞
を
獲
得
し

ま
し

た
。

褒
章

授
与
式
で
は

、
青
森
家
畜

保
健
衛

生
所

の
葛
西
正
所

長
よ
り

「
こ

の
共
進
会
も
七
回
目

だ

が
、

回
を
重

ね
る
に
伴

い
品

種
改
良

が

進
み
飼
養
管

理

が
向
上
し

た
。
輸

入

自
由
化

を
間

近
に
控
え

足
腰
の

強

い
経
営

を
目

指
し
て

ほ
し

い
」

と
審
査
報
告
し

ま
し

た
。

ま
た
、
こ

の
日
は
病
気

で
死
ん

だ
り

廃
牛

と
な
っ
た
牛

の
霊

を
慰

め
る
た

め
、
牧
場
内
に
建

立
し

た

「
獣
魂
碑
」

の
除
幕
式
も
行

な
わ

●
受

賞
者
一

覧

▼

メ
ス
の
部

・
優

等
賞
「

ひ
で
み
二
号
」

森
　

秀

夫
（
阿
弥
陀
川

）

・

一
等
賞
「

た
に
ふ
じ
の
三
号

」

貪

谷
初
三
郎

（
阿
弥

陀
川

）

・
二

等
賞
「
な

か
し

げ
」

森
　

秀
夫
（

阿
弥
陀
川

）

・
三
等

賞
「

さ
か
た
に
」

坂
本

英
夫
（
長

科

）

▼

オ
ス
の
部

・
一
等

賞
「
沢
谷
」

中

川
亮
一
郎
（

郷
沢

）

・
二
等

賞
「
長
克
」

會
谷

初
三

郎
（
阿

弥
陀
川

）

こ
二
等
賞

「
盛
声
」

武
井

一
麿
（
蓬
田

）

お
め
で

と
う

ご
ざ
い
ま
す

。

総務課／農林水産課から●8

第
七
回
村
畜
産
共
進
会

れ

ま

し

た
。



今
回

は
、
昭
和
六

十
年
か
ら
玉

松
の
公

衆
ト
イ
レ
の
清

掃
を
し
て
、

い
つ
も
清
潔

な
ト
イ

レ
を
村
内
外

の
方

に
提
供
し

て
く

れ
て

い
る
武

井
照

太
郎
（
蓬
田

）
さ
ん
に
取
材

広　報　よ　も　ぎ　た

し

ま
し

た
。

武
井

さ
ん
は
、
昭
和
四
十
三
年
、

蟹
田

町

に

新

し

く

出

来

た
蟹

田

地
区

環

境
衛

生
セ

ン
タ
ー
の
操
業

と
同
時

に
、
今
の
仕
事

（
現
在

、

息

子
の
金

治
さ
ん

が
後
継

）
で
あ

る
武
井
衛

生
を
親
戚

の
方
に
進

め

ら
れ
て
始

め
ま
し

た
。

開
業
当

事
は
、
村
内

の
家
庭
の

ほ
と
ん

ど
が
ま

だ
、
排

泄
物
（
は

い
せ
つ

ぶ
つ

）
を
自
家

の
畑
へ
農

作
物
の
肥

料
と
し
て
使

っ
て

い
た

の
で
、
思
う

よ
う
に

仕
事

が
な
く

奥
内
、

油
川
方
面

の
学
校
ま
で
出

か
け
て

は
、
汲
み

と
り

の
仕
事
を

見
つ
け
て

き
た
そ
う
で

す
。

現
在

は
、
村
よ
り
委

託
さ
れ

た

玉

松
公

衆
ト

イ

レ
の
清

掃
を
週
に

二

上

二
回
行

っ
て

お
り

ま
す

が
、

特
に
夏

、
玉

松
海
水
浴

場

が
オ
ー

プ
ン
す

る
と
、
た
く

さ
ん
の
お
客

さ
ん

が
利
用

す
る

の
で
、
毎
日

、

朝
と
晩

の
二

回
に
渡
り

清
掃
に
出

か
け
て

は
、
汚

れ
た
ト

イ
レ
を
綺

麗
に
磨

き
上

げ
ま
す
。

「
年

々
、
夏

場

だ
け

で
は
な
く

竜
飛
方
面

へ
観
光
で

遊

び
に
来

る

人
や
、
長
距

離
を

か
け

て
蓬
田
村

を
通
る

人
が
か
な

ら
ず
と
言
っ
て

い
い
ほ

ど
立
ち
寄

る
の

が
、
蓬
田

の
公
衆
ト

イ
レ
で
す
。

い
つ
誰

が

来
て
も
気
持

ち
良
く

使

っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し

て
く

れ
ま
し
た
。

こ

れ
か
ら
冬
を

迎
え
ま
す

が
、

雪

が
降

っ
て
も
武
井
さ
ん
の
仕
事
、

公
衆
ト

イ
レ
の
清
掃

は
休
む
こ

と

な
く
続

く
の
で
す
。

六
十

九
歳
に
は

と
て
も
思
え

な

い
元
気

な
武
井

照
太
郎

さ
ん
は

、

衛
生
の

プ
ロ
と
し
て

、
ト
イ

レ
清

掃
に
自

信
タ
ッ

プ
リ

で
今
日
も
頑

張
る
。

昔から「いぬ」と「ネコ」は商売

がたきと言われるくらいに仲が悪い

と聞いています。

ところが、木村光雄（瀬辺地）さ

んの家で飼っている「いぬ」と「ネ

コ」はとっても仲良しで、５～６年

前より、一緒の車の中で寝泊まりを

しております。

どっちも「メス」ですが、ちょっ

と珍しいことです。

ｏ１２月行事予定　　
25　　22　　21　　20　　18　　13　　　7　　　5　　　2 日

冬　　 終　 校　　 ス　　 乳　　 も　　 老　　 食　　 第
季　　　　　 内　　 キ　　 児　　 ち　　 人　　 生　　 二
休　 業　 球　　 】　 健　　 つ　　 精　　 活　　 回
業　　　　　 技　 場　　 診　　 き　　 神　　 改　　 東

一　 式　 大　 開　　　　 大　 保　 善　 一 津
Ｓ　　　　 会　 き　13:00 会　 健　 中　 村 軽

１　　　　　　　 －　　 Ｓ　　　　 講　 央　 農 郡
／　　　　　　　 村　 一　　　　 習　 学　 業yj ヽ
14　　　　　　 営　 中　　　　 会　 習　 者 学
ま　　　　　　　　 ス　　 央　　　　　　　　 会　 卜 生
で　　　　　　　 キ　　 公　　　　9:00　　　 レ 卓
－　　　　　　　　　　　I　　　J］茫　　　　　　　S　　9:00　1 Jﾐ求

場　 館　　　　 －　　
Ｓ　 こ 大

－　 一　　　　 中　　 －　 ン 会

央　　
中　 グ9:30

公　 央　 セ Ｓ
民　　 公　 ン

館　 民　 夕
一　 館　 ｌ

一 一

行

事

蓬　 蓬　 蓬　 社　 民　 蓬　 民　 民　 体 東

田　　 田　 田　 会　　　　 田　　　　　　 太 津
/jヽ 　yJ ヽ　 中　　 教　 生　yj ヽ　 生　　 生　 目ｉ
・　　 ・　　 学　 育　　　　 学　　　　　　 協 軽

中　 中　 校　 課　 課　 校　 課　 課　 会 郡
学　 学
校　 校

担

当

9　●談話室／行事予定

ト
イ
レ
清
掃
は
ま
か
せ
て
！

み
～
つ
け
た
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ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

蓬
田

村
制
一
〇
〇
周

年
お

め
で

と
う

ご
ざ

い
ま
す
。

村
勢
要
覧

を

拝
見
し

、
諸
先
輩
の
「
村
づ
く
り
」

の
苦

労
が
数

々
目
前

に
浮
か

ぶ
思

い
が
し

ま
す
。

私
も
両

親
の
反
対

を
押
し
切
り

上
京
一
八

年
目
に

な
り
ま
し
た
。

住
居

は
千

葉
県
松
戸
市

に
定

め
、

夫

と
長

男
の
三

人

、
核
家
族
の
典

型
的

な
生
活
を
営

ん
で
い
ま
す
。

夫
共

々
、
警
視
庁

警
察

官
を
拝
命

し

、
首
都
の
治
安
維
持
に
当
っ
て
い

ま
す
。

現

在
の
私
の
勤

務
先

は
警
視
庁

刑
事
部

鑑
識
課
身
元

相
談
係

と
言

っ
て

、
主

に
都
内
で
死

亡
し
、
住

所
、
氏
名

等

が
不

明

の
た
め
引

き

取

り
手

の
な
い
遺
体

を
調

査
し

、

家
族

の
許

へ
引
き
渡
す
手

助
け
で

す
。
年
一
度

、
浅
草

の
浅
草
寺
で

特
別
相

談
所

を
開
設
し

、
上
京
し

て
所
在

加
判
ら
な

い
等

の
相
談

に

応
じ

て

い
ま
す

。
都
内
は

も
ち
ろ

ん
、
日
本

全
国

か
ら
身
元
不

明
死

亡
者

の
資
料

が
送
付

さ
れ
て
き
ま

す

。
そ

の
都
度
「
青
森
県
人
で
は
」

人口と世帯数

(10月31日現在)

総人口4,183 人
男　2,016 人
女　2,167 人

世帯数1,055 世帯

と
思

い
書

類
の
隅

々
ま
で
目
を
通

し

て

い
る
毎
日
で
す
。

さ
て

、
八
月

中

に
昭

和
四

士
五

年
度
中
堂

竿
業
の
同
窓
会
名
を
「
よ

も
ぎ
会
」

と
命
名

と
の
連
絡
を
受

け
さ
っ
そ

く
名
簿
に

基
づ
き
音
信

不

通
に
な

っ
て

い
る
友

人
に
長
電

話
を
し
て
し

ま

い
ま
し

た
。
幼

い

頃

の
思

い
出

は
た
く

さ
ん
あ
り
ま

す

が
、
中

学
時
代
の
三

年
間
の
出

来
事
は
今
で

も
数
多
く

夢
見
る
こ

と

が
あ
り
ま
す

。

楽
し

か
っ
た
小

学
校

、
中
学
校

時
代
の
思

い
出
と
共

に
、
蓬
田
村

の
姿
は
今
で

も
忘

れ
る
こ
と

が
で

き
ま
せ
ん
。

年

ご
と
に
変
化
す
る

村
で
は
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
ま
で

も
暖
か
く
包
容
力
の
あ
る
村
で
い

て
ば
し
い
と
思
い
ま
す
。
遠
く
離

れ
て
、
蓬
田
村
の
ま
す
ま
す
の
発

展
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

お誕生おめでとうございます

裕
二

２女
福　美

柿崎　　 明

ご結婚おめでとうございます

斎藤　孝幸（大 鰐 町

木戸美和子（瀬 辺 地

溝江　　明（青 森 市

越田まゆみ（郷　　沢

中川　　環（郷　 沢

斎藤　泰子（黒 石 市j

めも

S･･現住所／千葉県松戸 市松戸新田52-1 松

戸野菊野第2ロ ーヤルコーポ501 号／登0473

(66)2943  ･生年月 日 ／ 昭 和29 年７ 月 ８ 日

加・出身 ／阿弥陀川 ／八戸 竹雄 氏長女 加・家族

機成 ／夫 ・信昭 ・長男 ・順一 （５歳） ●･好

きなも の／読書･･経歴 ／青森 県立西高等学

校卒（昭和48年３月 ）・警視庁警察学校入

校（昭和48年～49年 ）・小岩警察署（昭和

49年～55年） ・本田 警察署（昭和55年～59

年）・新宿署 （昭和59年～63 年） ・刑事部

鑑識課（昭和63年～ 現在）

こ
の
写
真
は
、
表
紙
の
五
分
後

の
こ
と
で
す
。
約
三
十
ｍ
の
コ
イ

を
釣
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
コ
イ

は
川
の
主
か
も
？

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口●10

戸籍の

窓　口

広　報　よ　も　ぎ　た

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人
2
7

警
視
庁
刑
事
部
鑑
識
課
身
元
不
明
相
談
室

巡

査
　
鈴
　

木
　

邦
　

子

さ
ん

10月受付分:

おくやみ申し上げます

山本　一男（蓬　　 田　48 歳）

坂本集次郎（中　　 沢　78 歳）

▼
編

集

後

記
▲

ヤ

ッ
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・
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